
令和２年（２０２０年）１月２６日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ８

この市議会だよりは、環境に配慮して古紙配合の再生紙と植物油由来のインキを使用しています。

　

意
見
書
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
と
し
て
の
意
思
を
意
見
と
し

て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政

庁
に
文
書
で
提
出
す
る
も
の
で
す
。

（
地
方
自
治
法
第　

条
）
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文
部
科
学
省
は
東
京
電
力
福
島
原

子
力
発
電
所
の
事
故
後
、
各
地
に
避

難
し
た
児
童
・
生
徒
へ
の
い
じ
め
や

風
評
被
害
な
ど
か
ら
子
ど
も
を
守
る

た
め
に
放
射
線
副
読
本
を
作
成
し
、

小
・
中
学
生
、
高
校
生
に
配
布
し
て

き
ま
し
た
。

　

初
版
は
平
成　

年
で
、
そ
の
後
平

２３

成　

年
と
平
成　

年
に
改
訂
さ
れ
ま

２６

３０

し
た
が
、
改
訂
の
基
準
が
曖
昧
で
、

避
難
中
の
子
ど
も
た
ち
の
多
く
が
帰

っ
て
い
な
い
こ
と
や
原
子
力
緊
急
事

態
宣
言
が
解
除
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

放
射
線
副
読
本
の
記
述
内
容

の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

　
　

月
定
例
会
で
は
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
１
件
の
請
願
を
採
択
し

１２
ま
し
た
。
陳
情
は
２
件
を
受
理
し
、
全
議
員
及
び
執
行
機
関
に
陳
情
文
書

表
を
配
付
し
ま
し
た
。
採
択
さ
れ
た
請
願
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　１２月定例会では３件
の意見書を可決し、関
係機関へ送付しました。
 （要旨）

な
ど
、
指
摘
さ
れ
る
課
題
が
あ
る
こ

と
が
記
述
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
科
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
は
安
易
に
安
全
と
断
定
せ
ず
、

慎
重
な
判
断
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

滋
賀
県
野
洲
市
教
育
委
員
会
が
原

発
事
故
で
今
も
４
万
人
以
上
の
避
難

者
が
い
る
中
で
副
読
本
に
は
そ
う
し

た
人
々
の
思
い
が
抜
け
落
ち
て
い
る

と
し
て
回
収
し
た
事
例
も
報
告
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
異
な

る
立
場
の
指
摘
を
軽
視
せ
ず
受
け
と

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
関
係
行
政

庁
に
対
し
、
放
射
線
副
読
本
の
記
述

内
容
は
慎
重
に
適
切
な
見
直
し
を
行

う
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

　

内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣

あ
て

 　

臓
器
移
植
の
普
及
に
よ
っ
て
薬
剤

や
機
械
で
は
困
難
で
あ
っ
た
臓
器
の

機
能
回
復
が
可
能
と
な
り
、
多
く
の

患
者
の
命
が
救
わ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
、
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構

築
さ
れ
て
い
な
い
外
国
に
お
け
る
移

植
は
臓
器
売
買
等
の
懸
念
を
生
じ
さ

臓
器
移
植
の
環
境
整
備
を

求
め
る
意
見
書

せ
、
人
権
上
ゆ
ゆ
し
き
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
７
月
の
臓
器
の
移
植
に

２２

関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
本
人

の
意
思
が
不
明
な
場
合
で
あ
っ
て
も

家
族
の
承
諾
に
よ
り
臓
器
の
提
供
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
同
法
の
改
正

以
後
、
脳
死
下
で
の
臓
器
提
供
者
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
平
成　

年
の

２８

臓
器
提
供
者
数
は　

人
と
な
っ
て
い

６４

ま
す
が
、
心
停
止
後
の
提
供
も
含
め

て
移
植
希
望
数
に
は
届
き
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
本
議
会
は
国
会
及
び
関
係

行
政
庁
に
対
し
臓
器
移
植
に
関
す
る

十
分
な
情
報
を
提
供
し
自
由
な
意
志

を
尊
重
で
き
る
臓
器
移
植
の
環
境
整

備
を
求
め
次
の
事
項
を
要
望
し
ま
す
。

１　

臓
器
移
植
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
た
め
、
国
民
が
命
の
大
切
さ
を

考
え
る
中
で
臓
器
移
植
に
係
る
意
思

表
示
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
え
、
家

族
な
ど
と
話
し
合
う
機
会
を
ふ
や
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
リ
ス
ク
を
含
め

て
臓
器
移
植
に
係
る
さ
ら
な
る
啓
発

に
努
め
る
こ
と
。

２　

よ
り
安
全
な
臓
器
移
植
の
た
め

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
、
研
修
会
の

開
催
な
ど
個
々
の
施
設
の
事
情
に
応

じ
た
き
め
細
か
い
支
援
を
行
う
こ
と
。

３　

臓
器
移
植
に
つ
い
て
の
説
明
か

ら
臓
器
提
供
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
ま

で
、
ド
ナ
ー
の
家
族
に
対
し
て
き
め

細
か
な
対
応
が
可
能
と
な
る
よ
う
移

植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
確
保
を
支

援
す
る
こ
と
。

４　

臓
器
摘
出
手
術
か
ら
移
送
ま
で

を
担
う
臓
器
移
植
施
設
の
担
当
医
に

つ
い
て
負
担
軽
減
対
策
を
講
ず
る
こ

と
。

５　

海
外
に
お
け
る
臓
器
移
植
の
実

態
や
課
題
等
を
調
査
し
た
上
で
、
国

民
が
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
さ
れ
て
い
な
い
国
に
お
い
て
臓
器

移
植
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
必

要
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
あ
て

 　

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
英
語
民

間
試
験
は
、
今
回
実
施
が
見
送
ら
れ

ま
し
た
が
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

に
つ
い
て
は
、
ほ
か
に
も
課
題
が
あ

り
、
特
に
国
語
・
数
学
の
記
述
式
問

題
出
題
に
つ
い
て
は
深
刻
な
問
題
点

を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

万
人
以
上
も
の
受
験
生
が
参
加

５０
す
る
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で
、
記

述
式
問
題
を
採
点
す
る
こ
と
の
困
難

さ
は
は
か
り
知
れ
ま
せ
ん
。
報
道
で

は
採
点
ス
タ
ッ
フ
の
人
数
は
１
万
人

程
度
必
要
と
さ
れ
、
そ
こ
に
は
学
生

ア
ル
バ
イ
ト
も
採
用
さ
れ
ま
す
。
十

分
に
信
頼
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
採

令
和
２
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る

予
定
の
大
学
入
試
制
度
改
革
に

つ
い
て
再
検
討
す
る
こ
と
を

求

め

る

意

見

書

点
者
に
よ
っ
て
採
点
が
行
わ
れ
れ
ば
、

大
学
入
試
の
根
幹
が
揺
ら
ぐ
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
は
受
験
生
が
と
て
も
多
く
、

莫
大
な
量
の
答
案
を
短
期
間
に
採
点

す
る
こ
と
が
強
い
ら
れ
ま
す
。
正
確

か
つ
公
平
な
採
点
は
困
難
で
あ
る
た

め
、
採
点
を
請
け
負
う
民
間
事
業
者

に
は
試
験
前
か
ら
問
題
と
正
答
例
を

知
ら
さ
れ
る
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し

た
。
採
点
を
す
る
事
業
者
が
試
験
の

教
材
を
販
売
す
る
教
育
産
業
の
関
連

会
社
で
、
試
験
実
施
前
に
問
題
や
正

答
を
知
る
こ
と
は
問
題
の
漏
え
い
な

ど
が
危
惧
さ
れ
、
入
学
試
験
の
信
用

信
頼
が
大
き
く
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
何
よ
り
問
題
な
の
は
、

民
間
企
業
が
集
め
る
採
点
者
の
質
や

採
点
の
質
を
公
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る

仕
組
み
が
存
在
し
な
い
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
記
述
式
問
題
は
試
験
後
の

自
己
採
点
を
正
確
に
行
う
こ
と
が
難

し
い
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。
実

際
の
得
点
と
自
己
採
点
の
不
一
致
は
、

受
験
す
る
大
学
の
選
択
や
合
否
の
予

測
に
甚
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

に
な
り
、
深
刻
な
問
題
で
す
。

　

こ
れ
ら
制
度
的
問
題
点
を
十
分
に

検
討
す
る
こ
と
な
く
、
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
の
実
施
を
こ
の
ま
ま
強
行

突
破
す
れ
ば
、
多
く
の
受
験
生
が
公

平
・
公
正
な
入
試
を
受
け
ら
れ
な
く

な
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
と
言

え
ま
す
。
実
施
時
期
が
１
年
余
り
に

迫
っ
た
今
日
で
も
い
ま
だ
に
公
平
・

公
正
に
行
う
た
め
の
制
度
整
備
が
で

き
て
い
な
い
状
況
で
は
、
こ
の
ま
ま

進
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
関
係
行
政

庁
に
対
し
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

全
体
に
つ
い
て
令
和
２
年
度
（　

年
２０２０

度
）
か
ら
の
実
施
を
延
期
し
て
、
当

面
は
現
在
の
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試

験
を
継
続
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
あ
り
き
で
進
め
て
き

た
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
実
施
を

こ
こ
で
一
旦
立
ち
ど
ま
り
、
入
試
制

度
改
革
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
こ
と

を
強
く
求
め
ま
す
。

　

内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣

あ
て

 　

新
年
を
迎
え
、
気
持
ち
も
新
た
に
、

市
議
会
の
活
動
を
積
極
的
に
お
知
ら

せ
し
、
議
会
へ
の
関
心
と
親
し
み
を

深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
わ
か
り

や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
広
聴
広
報
特

別
委
員
一
同
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒　

儿　

小
平
市
小
川
町
二
丁
目
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FAX あ
と
が

あ
と
が
きき

「市民と議会の意見交換会」を
開催しました

議 会 日 誌
10月23日～1月14日

本会議、委員会、諸会議など

議 会 日議 会 日 誌誌

精
神
障
害
者
へ
の
小
平
市
心
身
障
害
者
福
祉

手
当
の
支
給
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

東
京
都
が
実
施
す
る
ま
で
の
間
の
経
過
措
置
と
し
て
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
級
、
２
級
所
持
者
に
対
し
市
の
制
度
と
し
て
の
小
平
市
心
身
障
害

者
福
祉
手
当
の
支
給
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

請
願
者　

小
平
市
小
川
東
町
４
丁
目　

小
平
市
け
や
き
の
会

会
長　

小
嶋　

四
郎　

外
５
人

意見書意見書意見書

 

２３日　総務委員会行政視察（千葉県千葉市、岡山
県井原市、大阪府泉大津市　２５日まで）

 生活文教委員会行政視察（兵庫県小野市、
京都府亀岡市、滋賀県東近江市　２５日まで）

２４日　埼玉県所沢市議会議員視察来庁（コミュニ
ティタクシーについて）

２９日　多摩六都科学館組合議会
 東京たま広域資源循環組合議会
３０日　厚生委員会行政視察（北海道千歳市、札幌

市、苫小牧市　１１月１日まで）
 環境建設委員会行政視察（愛知県名古屋市、

豊田市、広島県福山市　１１月１日まで）
 東京都十一市競輪事業組合議会
 

４日　市民と議会の意見交換会
５日　市民と議会の意見交換会
６日　多摩六都科学館組合議会行政視察（群馬県

富岡市）
１１日　公共施設マネジメント調査特別委員会（武

蔵野市視察）
 東京都四市競艇事業組合議会
 市民と議会の意見交換会
１２日　総務委員会（港区視察）
１３日　生活文教委員会
１４日　厚生委員会
１５日　環境建設委員会（清瀬市視察）
 三多摩上下水道及び道路建設促進協議会第

３委員会

10　　月

11　　月

１８日　幹事長会議
２０日　小平・村山・大和衛生組合議会
 昭和病院企業団議会行政視察（長野県長野

市）
２１日　議会運営委員会
２２日　湖南衛生組合議会
２６日　１２月定例会初日
 議会運営委員会（臨時）
２７日　１２月定例会２日目（一般質問）
２８日　１２月定例会３日目（一般質問）
２９日　１２月定例会４日目（一般質問）
 

３日　総務委員会
４日　生活文教委員会
５日　厚生委員会
６日　環境建設委員会（市内視察あり）
１０日　広聴広報特別委員会
１１日　小平市第四次長期総合計画基本構想特別委

員会
１３日　幹事長会議
１６日　議会運営委員会
１９日　１２月定例会最終日
 広聴広報特別委員会
２５日　練馬区議会議員視察来庁（コミュニティタ

クシーについて）
 

９日　議員参集訓練
１４日　広聴広報特別委員会

12　　月

1　　月

１１月４日（月）「みんなで考える　みちづくり・まちづくり　～あかしあ通りグリーンロード化 
について～」
（環境建設委員会班）鈴木地域センター　第一、第二集会室　午前１０時から　参加者６人

１１月４日（月）「ＩＣＴの利活用による小平の未来のかたち」
（総務委員会班）花小金井北地域センター　第一、第二集会室　午後２時から　参加者１２人

１１月５日（火）「みんなで考える『健幸こだいら』」
（厚生委員会班）小川公民館　ホール　午後７時から　参加者９人

１１月１１日（月）「住みたい・行きたい・買ってみたい　～人と店が集まる街こだいら～」
（生活文教委員会班）小川町一丁目地域センター　集会室１・２　午後７時から　参加者１７人

　市議会では今年度２回目となる意見交換会を開催しました。今回は、９月
定例会の報告を行ったのち、設定したテーマについて、市民の皆さんと意見
交換を行いました。
　各会場で多くのご意見をいただきました。ありがとうございました。

　意見交換の内容やいただいたご意
見、アンケート結果の詳細について
は、市議会ホームページ（https://w 
ww.city.kodaira.tokyo.jp/gikai/）
のほか、市役所７階議会事務局でも
ご覧いただけます。
　今後も市民の皆さんとの意見交換
の機会を定期的に設けていきます。
多くの方のご参加をお待ちしており
ます。 ▲総務委員会班の様子


